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　極めて深刻な少子化が進む中、子どもが１人増えれば均等割保険料（税）が増えると
いう、まさに逆進的な制度が残っている。高齢化の進展、医療の高度化による医療費の
増大等などで、国民健康保険税（料）の負担が増す中、子育て世帯の負担軽減には更な
る経済的支援が必要であると考えている。
　国においては、未就学児に係る均等割保険料（税）の５割軽減措置を導入されている
が、対象範囲や軽減割合の拡充など子ども均等割制度の廃止を要望していくのは当然で
あり、国の動きが鈍い中、市町や県としても、保険料水準の県内統一を良い機会と捉
え、国に先駆けて医療保険制度間の不均衡を是正するための県独自の負担軽減制度を設
け、子育て世帯の更なる経済的負担軽減を図るなど、保険料水準の統一に向けメリット
のある議論を行いたい。
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①能登半島地震を踏まえた防災対策について

　能登半島地震に関し、滋賀県は、総務省「応急対策職員派遣制度」による対口支援団
体（総括支援団体）として、県内市町と連携し石川県能登町を重点的に支援してきた。
　物的・人的支援等を通して見えてきた課題について共有するとともに、滋賀県地域防
災計画および滋賀県防災プランの見直し（令和６年度）にあたり、今後の防災対策に活
かすための情報交換や意見交換をさせていただく。

②国民健康保険税（料）の子ども均等割額の廃止について


